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生涯現役を目標とする人の多

くが憧れる選手の１人、高橋厚。

御年 84 歳。80 代になってマス

ターズで銅メダル 2 回を獲得。

今でも国内の多くの大会に参

加し、毎年海外遠征を行う。長

くオリエンテーリングを続ける

ためには、どんな秘訣がある

のか。（取材日 2016/1/8） 

 

会社の研修がきっかけ 
 

―オリエンテーリングを始めたのはい
つだったか覚えていらっしゃいます
か？  
 
昭和 45（1970）年か 46年くらいでし

たね。当時、私は青森の工場に勤務し

ていました。そこで会社の研修でオリ

エンテーリングをやろうということに

なりました。これはもう完全に仕事と

して、総務課あたりが導入しました。 

ちょうど東京オリンピックが終わっ

た頃で、国民のいろんなレベルの人た

ちの体力づくりという目的でオリエン

テーリングが導入されたわけですけど、

その時に会社の中でも検討されたよう

でね、研修に取り入れられました。研

修は協調性を高めるという目的のほう

が強く、体力作りという側面はあまり

なかった気もしますが、とにかく会社

として企画しようというので何人かが

研修会に行ってきて、その人たちが工

場でみんなに教えたわけですね。それ

でちょっとやってみたんですが、性格

に合っていたんでしょうね、これは面

白いということで途端にのめりこんで

しまいました。 

それで当時 JOLC（※１）が実施して

いた３級指導員の研修会が茨城県の高

萩であり、参加しました。あそこはあ

の頃はオリエンテーリングのメッカみ

たいなところでしたので。 

その頃の３級指導員は 3日間を 2回

受ける必要があったのですが、会社か

ら 2人か 3人派遣されて、その中の 1

人として参加しました。オーリンゲン

の話などいろいろな知らないことを聞

き、実習もありました。それで、会社

に戻ってオリエンテーリング部を立ち

上げたんです。そのうちに青森県で協

会を作ろうという話になって、私が副

会長の 1人ということで立ち上げまし

て、創立総会をやったり大会を開いた

りしました。会社のほうも会社で導入

したという経緯があり、ずいぶん力を

入れていてフラッグを買ってくれたり

何回か大会も開きました。そうこうし

ているうちに東京のほうへ転勤になっ

ちゃったんですけれど、 

 

―なぜそんなに好きになってしまった
のでしょう？  
 

う～ん、、、本当に好きだったんです

よね。性格に合っていたんでしょう。 

自然の中にいるのも好きだったし、

運動も好きだったし。ただね、ボール

の関係の運動は本当に下手でした。ゴ

ルフもフットボールも全然ダメ。草野

球やってもいまいち。ただ小学校の頃

から体操の時間はそんなに嫌いじゃな

かったです。跳び箱やってもクラスで

は上のほうでしたし、ロープを登ると

かそんなのもよかったです。 

 そんなこともあり最初は山のほうを

一生懸命にやっていました。 

 

登山からオリエンテーリングへ 
 

―そう言えばオリエンテーリングを始
める前はかなり山に通っていたとお聞
きしたことがあります。  
 

はい。学生の頃まではそんなにやっ

ていなかったんです。まぁ普通の山に

ちょっと行くくらいでした。会社に入

ってから、最初は関西勤務だったんで

すが、（日本）アルプスにまで行くよう

になりました。 

 

―それもやはり会社の人に誘われたり
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してですか？  
 

いや、それは会社はまったく関係な

しでした。大阪の山岳会に入りまして、

大阪でも有力な山岳会で、幅広い、ハ

イキングから岩登り、冬山までやる山

岳会でした。いや、冬山はまだやって

いなくて、私が入ってから冬山もやろ

うかって始めたんですけれど。岩登り

はそれまでもずいぶんやっていました。

というのもご存知の通り、芦屋の裏山

は岩登りのメッカなのであそこにはず

いぶん通いました。ただあそこはそん

なに大きな岩場はないわけで、物足り

なくなり、じゃあ冬山もやろうってん

で冬山にも毎年行きました。 

あのころは会社っていうのは休みが

あんまりないんですね。年休は 12日ぐ

らいで、土曜日も一日仕事で。ですか

ら土曜も仕事が終わるとザイル担いで

芦屋の裏山に上ってテント張って泊ま

ってっていうようなことを随分やりま

した。 

山登りというのはオリエンテーリン

グの雰囲気とはまた違うわけですよね。

テントの中では人と一緒になり、岩登

りとなれば人に命を預け、冬山になれ

ばパーティーを組んで行動する。間違

えれば大きな事故もあるわけで、オリ

エンテーリングとは違って非常に強い

絆に結ばれますよね。 

ただまぁあの頃は休みが取れないの

で海外遠征は非常に難しかったです。

外貨ももらえないし、行くチャンスは

あったけど、行くには会社を辞めなけ

ればならないくらいで、さすがにそこ

までは決断できず行けませんでしたけ

ど。 

そんなことで、始めるととにかく上

のほうまでいかないと気が済まないん

です。ですからオリエンテーリングの

指導員も３級取ったら次は２級だ１級

だと進まなくては気が済まないし、そ

こまで行ったら今度はコントローラの

資格を取るかという話になるわけです。 

 

―オリエンテーリングの話に戻ってき
ました。東京に来てからはどうでした
か？ 
 

東京にきたのが昭和 52（1977）年で、

それからすぐ多摩 OLに入りました。当

時から多摩 OLは盛んに活動していまし

た。やるならうまくなりたいと思って

一番いいところに入ろうと思って選び

ました。私は一度始めるとなかなかや

めたり、鞍替えができない質で、それ

からずっと多摩 OLで続けています。 

 

 

 

全日本は一番目標となる大会 

 

―オリエンテーリングの大会にはどれ
くらい参加されていましたか？ 
 

青森の頃からよく行っていました。

東北大会が蔵王などでやっていました

ので出かけていました。それから東京

へも多摩 OLの大会にまで来ていたりし

ました。 

それから全日本大会。第 2回以降、

運営を除いて全部出ています。第 3回

大会ではエリートクラスにも出場しま

した。第 2回大会で H42クラスで 6位

になれたので資格を取れたんです、当

時は。でも惨敗でしたけど。すごい迷

ってしまい、ビリから 2番目でした。

やっぱりエリートはすごいなと思いま

した。 

60歳を超えてからはずっと 60クラ

スに出ることになりました。以前は上

限が 60だったので。60歳になったばか

りのころは成績もよかったんだけど、

70歳が近づくとだめになってしまいま

した。最近になって 70、75ができると

またよくなってきたんですが、80を超

えたからはまたきつくなってきました。 

 

―全日本大会にずっと参加されている
のは、やはり大きな目標として捉えて
いらっしゃるからでしょうか？ 
 

はい。１つの大きな目標です。やは

り日本の中で１番目標となる大会です。

7 人リレーのようなお祭りイベントも

大事だと思いますが、あるいは都道府

県対抗の全日本リレーなんてのもあり

ますが、個人競技としてはやはり国内

では一番ですね。歴史や格式というよ

りも、同年齢の人がだいたい集まって

くるということが私にとっては大きい

です。 

 

マスターズ、もっと輝くメダルを 
 

―他に思い出に残るような大会はあり
ますか？  
 

事前にお知らせいただいた質問内容

の中でこれが一番困りました。ありす

ぎてしまって。 

でも海外のレースも含めて一番印象

に残っているというか嬉しかったのは

やはりマスターズで IOFのメダルをも

らった 2つのレースですね。 

2012年のドイツと 2013年のイタリ

ア。後者はワールドマスターズゲーム

ズ（※２）のメダルなので IOFの名前

は入っていないのですが。 

 

 
 

―マスターズのメダルは取りにいくつ
もりで、目標に設定し、準備して取っ
たものでしょうか？ 
 

やっぱり目標でしたね。一度 4位に

なってなんとかなるかなというところ

まで来て。 

ちょっと話がそれちゃうかもしれま

せんが、年齢とともにどうしてもパフ

ォーマンスは落ちてしまいます。私く

らいの年代になるとそれが急激になる

んです。なので国内の大会でもそうで

すが 5歳刻みのクラス分けでは 5歳の

中でも若い方の人が強いんです。この 2

回はまだ 80になったばかりの頃だった

ので一番有利だろうと狙っていました。

案の定、昨年一昨年はダメでしたから

（笑） 

 

―するとまた来年がチャンスですね！ 
 

そうです、85に上がりますから。た

だね、80には 84人くらい参加するので

すが、85になると途端に減って 25人く

らいですよ。それだとやっぱりつまら

なくなっちゃう。80人の中でメダルを

もらうのと 20人の中でメダルをもらう

のとだとだんだん感激は薄くなっちゃ

うのかな、と思ってもいます。 

 

―それでもやはり目標は金メダル？ 
 

そうですね、もっと輝くメダルが欲

しいですね。 

 ただちょっと不思議に思っているこ

とがあって、なぜ私がメダルをもらえ

て他の日本の人たちが取れないのか、

というのも日本では競り合っている人

たちがたくさんいて一緒に外国へ行く。

なのになかなか上位に行かないんです

ね。なんの違いなのかな？と思うんで

す。 

 

―海外に慣れているかどうかの違いが
大きいのでは？ 
 

いや、みなさん遠征経験も豊富です

よ、私が特別多いというわけではない

んです。一緒に行く人たちはいつも一

緒の常連なので同じくらい経験はある

はずなんです。それでもなぜ表彰台に
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上がれないのか、、、 

 

―僕の推測では大会にかける取り組み
方の違いではないでしょうか？ 
 

それはあるかもわかりませんね。向

こうに行くとレストデーがあるわけで

すけど、そういう日は皆さんたいてい

観光が先になっちゃう。だけど私はよ

ほど時間があれば観光にも行くけど、

だいたいそういうときはモデルイベン

トなんかがあるのでトレーニングへ行

くっていう違いはあります。 

 

―マスターズにかける意気込みがまず
違うんでしょうね。ちなみに初めてマ
スターズに行ったのはいつでしたか？  
 

う～んとね、マスターズのことは調

べてこなかったから今すぐにはわから

ないですが、マスターズではなくベテ

ランズと呼んでいた頃から参加してい

てここ数年は欠かさず参加しています。 

世界選手権はね、調べていて、併設

大会には 93年のアメリカからずっと参

加してました。ただ一時期はトレイル

Ｏの世界選手権と一緒に行くこともあ

って現地には行くんだけど出られない

ということもありましたがね。2012年

のスイスのときはドイツのマスターズ、

ツアーOスイス、WOCとずっと遠征した

りしてね。 

 

―なぜ世界選手権にもそんなに参加さ
れるようになったのでしょう？  
 

まず１つは日本選手の活躍を見たい

というのがあります。もう１つは運営

について見に行くことですね。意外と

おそまつなことも多いんですが、少な

くとも地図は最新の一番いい地図が出

るわけでそれを楽しみに行っていまし

た。 

 

―マスターズでメダルを取ると目標に
したのはいつですか？最初からそのつ
もりでしたか？ 
 

いやメダルまで取れるとは思ってい

ませんでした。私のマスターズの目標

は始めのころは一貫して Aファイナル

に残るということでした。最初の頃に

出ていた 60や 65っていうクラスは一

番参加人数が多いクラスでね、ヒート

も Aから Eぐらいまであるんですね。

そこで Aファイナルに残るっていうの

が最初の目標でした。そのうち Aファ

イナルに残れるようになってくると、A

ファイナルの半分より上というのが次

の目標になりました。これは今もそう

です。あとはスプリントではなくロン

グでよい結果を残したい。 

日本からマスターズに行くのはさっ

きも言った通り顔が決まっていて大体

28人なんですね。そのなかで人数が少

なくて Aファイナルしかないというク

ラスを除けば、Aファイナルに残れる人

は 2人か 3人くらいで、それはやっぱ

り残念だなと思いますね。もう少し上

にいけるだろうなぁと思っています。 

 

―ただ遊びに行くのではなくしっかり
結果を求めるに行くという姿勢が刺激
的です。 
 

私が海外遠征する先はだいたい 3分

の 2が北欧なんです。北欧の人でも上

のほうの人たちっていうのはすごい真

剣なんです。その人たちと一緒にやっ

ていくというのはこちらも真剣になら

なければと。 

 

続けることは大事 
 

―マスターズに向けてどのようなトレ
ーニングをされているのでしょうか？ 
 

日本では大会が、レベルは別にして

も、たくさんありますから、まずはそ

れに出ることが一番の練習だと思いま

す。で、家の近くで走ったりというの

はせいぜい週１回程度ですね。土日に

できるだけ大会に出るようにしていま

す。 

今日のことがあるので調べてきたん

ですが、2015年に出た大会の参加回数。

ロング・ミドルのオリエンテーリング

が 29回、スプリント・パークのオリエ

ンテーリングが 23 回、リレーが 4 回、

スコアＯやロゲイニングが 9回、昨年

はトレイルランには出ていなくて、マ

ラソンというか近所のロードレースに

１回参加して合計 66回大会に参加しま

した。 

 

 
 

―単純に計算すれば毎週何かに参加し
ているということになりますね。 
 

そうですね。最近の傾向としては、

去年は毎年出ている赤城のトレイルラ

ンにケガをしていて出られなかったと

いうのもありますが、それに代わって

ロゲイニングに参加することが増えて

きましたね。マラソンや駅伝にもたく

さん出ていたんですが、それも最近は

すっかり減って、ロゲイニングが増え

ましたね。 

 

―しかし大会に出るだけで体力が維持
できるものでしょうか？健康体操のよ
うなエクササイズも一切されることは
なく？ 
 

そういうのはちょっとはやっていま

すけどね。あとはスポーツセンターみ

たいなとこに行ったりとかもあります

けどそんなに熱心にはやってないです。 

 

―続けていくことが長く続けていられ
る秘訣、と。 
 

そうですね。続けることは大事です。 

あとは丈夫な体を与えてくれた両親

に感謝ですね。これまで骨折したこと

もないんです。ひびが入ったことはあ

りましたが。ありがたい話です。 

でも運動が得意なわけではありませ

んでした。学生の頃の草野球でもみん

なから鈍足だと言われるくらいで、外

野に飛んだのにアウトになったり。今

でも足が速い方ではないんです。パー

クＯとかで全年代の人たちと同じコー

スを走ったりするでしょう？そうする

と巡航速度はたいてい 220ですよ。シ

ョックですね。 

 
―しかしその数値を越えるといったこ
とが新たな目標になったりしません
か？ 
 

いや、それはね、もう無理ですね。

ただいかに落ちていくのを抑えるのか

っていうのは１つ目標にはなるでしょ

うね。 

それとね、これは年配の方は大体気

づいていると思いますが、走る速さも

そうですが、オリエンテーリングの集

中力や判断力も含めた総合的な速さっ

ていうのは少しずつ落ちていくのでは

ないんですね。5年くらいの周期で階段

状にがくんがくんと落ちていく。私は

ちょうど今その段階にまた入ってしま

っていてこの１年はなんだかいまいち

調子が良くないですね。 

だからこの 5歳刻みのクラス分けっ

ていうのは非常によくできている、あ

りがたいシステムです。それでもさっ

きも言ったとおり 5歳のなかでも差が

ついてくるのでその中でどれだけ落ち

ないか気を付けないといけないですね。 

最近オリエンティアＭＬなどでも盛

んに話題になっていますが、1人でも参

加者がいれば高齢のクラスを設けると

いうのは、1人では競い合いにならない
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からだめっていう人もいるけど、完走

をすることが目的、目標になっている

人がいる、お互い完走したことを称え

合う、「あーよかったね」と言い合うこ

とがとても魅力だったりもします。若

い人、年を取っていなければこの感覚

はわかってもらえないかもしれないけ

ど。 

確かに運営のほうにしたらコースを

１つ作らなくてはいけないのは面倒な

ことなんですが、そういう意見が多い

のが実際でしょうね。 

 

―昨今の年代の高いクラスのコースは
どうですか？楽しめるコースでしょう
か？ 
 
そこはみなさんしっかり心得てくだ

さっていて、年だからって道を走るだ

けのコースってのはないですね。オリ

エンテーリングを楽しめるコースを用

意してくださっています。 

ただ 75クラスに出て今年 84、一番若

い人と 9つも違うとさすがに苦しいで

すね。普通の大会では 65クラスぐらい

が上限で、それだともう完走するのも

厳しくなってきました。5歳刻みのクラ

ス分けをぜひもっと望みたいですね。 

 

まだあと 30年楽しめる 
 

―いろいろと取り組まれている中で今
の目標はずばり？ 
 
いつまでも続けられることです。こ

の記事を見てください。 

 
 

1993年、アメリカであった世界選手

権のときの記事です。先ほども言った

とおり、併設大会に出ていたんですね。

そうしたらゴールのところでずっと拍

手が起こったわけなんですよ。その方、

そのときはわからなかったんですが、

後で調べてみたら超有名な人だったん

です。Nordenfeltさん。91歳。ゴール

したってだけで記事になるんです。元

スウェーデン連盟の会長さんだったそ

うなんですが、すごいピンとして、ち

ゃんとゴールまで走ってこられていた。

そもそもその年齢でアメリカにまで遠

征しているのがすごいことですよ。 

で、たまたま彼がそばに座っていた

ので声をかけて話をしたんですね。そ

れで握手したらすごい温かい手だった。

体もごつくて背が高い人でした。それ

で聞かれたんです。「お前は今いくつ

だ？」って。で「63です」って答えた。

そしたら「お前はまだあと 30年オリエ

ンテーリングを楽しめるよ」って言わ

れたのが忘れられない。 

そのときはあと 30年、う～ん夢みた

いな話だと思いましたけど、だんだん

それも残り少なくなってきたんでね。 

 

―2021 年、関西でのマスターズで高橋
さんの金メダルに期待する人は多いで
す。 
 
こればっかりは分かりません。生き

ていられるかどうか。でもそれを目標

に、これからもオリエンテーリングを

続けられたら幸せですね。 

 

―最後になります。これまでの話に重
なる部分もあるでしょうが、高橋さん
にとってオリエンテーリングの一番の
魅力とはどこにあると思いますか。 
 

これも答えるのは一番難しいかもし

れない。（オリエンテーリングの世界

に）入っちゃっているので逆に見えな

くなっているというのもあるかもしれ

ません。 

 山の中や公園の中を走り、そして目

標を達成するということ。自分のペー

スでコツコツと走れること、年代別の

クラスがあること。あとはくたびれて

来たら途中で適当にさぼれる。誰も見

てないですからね。マラソンなんての

はね、大勢に見られているから、途中

で腰かけて休んだりとか、歩くのもち

ょっとねぇ。 

そういう意味で、自分で自分を制御

できることっていうのが魅力ですかね。

これは山登りにも通じるところがあり

ます。あんまり深く考えたことはない

んですが、たぶんそんなところじゃな

いでしょうか。 

オリエンテーリングは特殊な、ある

意味ではそんなに大きくなりえないス

ポーツだと思うんですよね。特殊な人

しか長続きしないというのかな。昔の

IOFの記事で読んだ覚えがありますが、

北欧でも 70％は理系の大学を出ている

という傾向があるそうです。そういう、

ある意味では偏った人たちがやってい

る性格を持っています。 

またあんまり大きくなり過ぎても今

度は環境などテレイン利用に問題が出

てくる。そのためには適当なところを

維持しながら発展することが必要なん

じゃないでしょうかね、競技オリエン

テーリングとしては。 

それとは別に、いろんな場所でいろ

んなスタイルで、ロゲイニングなんか

はまさに今そうですよね、いろんなも

のを取り入れながら初心者向けの入口

を広げていくっていうのも大事なんじ

ゃないでしょうかね。それが裾野にな

るかは別ですよ。競技とは別の方向に

なっちゃうのかもしれないし。でもそ

れでも構わない、オリエンテーリング

的な、参加しやすいものがもっと日本

で広がらないかなと。 

オリエンテーリングが持っている楽

しみがいろんな形で広がっていくとよ

いなぁと思います。競技的な方向にだ

け考えていくとこれはもうまったく広

がらない。名前にもこだわらない。競

技的な部分はしっかりと、今より減ら

さない努力をして、それとは別に、よ

り多くの人にやってもらえる入口を広

げるということですね。 

 
インタビュー後、食事をしながら今年の

夏の遠征計画を教えてくださった。「マス

ターズには必ず行きたい、スイスＯウィー

クもいい大会なので行きたいんですよね。

でも間に台湾でアジア選手権があってそ

れも行ってみたいんだけど、、、」、さすが

に台湾は諦めるとおっしゃるのだろうと思

ったら「体力的にもつかなぁ」。その情熱

の強さに脱帽。 

 

※１ JOA の前身、日本オリエンテーリン

グ委員会 

※２ 陸上競技や水泳など他の競技が集

まって行われるマスターズスポーツの祭

典。 

※３ 小山 太朗氏 

 

ToO は、収録しきれなかった未公開部分

を含め O-Support のブログにも掲載して

います。ぜひご覧ください。 

O-Supportウェブサイト： 
http://www.o-support.net  


